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万葉集３７９５番歌の「物不言先丹」の訓釈について
竹生 政資１，西 晃央２
An Interpretation of the Fourth Phrase of the 3795th Poem in Manyo-shu

























【訓読文】辱忍び 辱を黙して 事もなく 物言はぬさきに 我は寄りなむ
【原文】辱忍 辱尾黙 无事 物不言先丹 我者将依
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【訓読文】恥忍び 恥を黙して 事もなき 物言はぬ先に 我は寄りなむ
【原文】辱忍 辱尾黙 無事 物不言先丹 我者将依









【訓読文】恥を忍び 恥を黙して 事も無く もの言はぬ先に われは寄りなむ







【訓読文】恥を忍び 恥を黙して 事も無く 物言はぬ先に 我は寄りなむ




























【訓読文】恥を忍び 恥を黙して 事も無く もの言はぬ先に われは依りなむ



























































【原文】辱尾忍 辱尾黙 無事 物不言先丹 我者将依
・・ もだ















１２／２９１２ 人の見て 言とがめせぬ 夢に我れ 今夜至らむ 屋戸さすなゆめ
























































４．お わ り に
本論文では、万葉集３７９５番歌の訓釈について再検討を行い、特に原文の第四句「物不言先丹」は通説の
ように「物言はぬ先に」と訓むのではなく、「物言はず、先に」と訓み、「先に」は結句の「寄りなむ」に
かかるものとして解すべきであることを指摘した。また、発句「辱尾忍」についても、従来のように「恥
を忍び」と訓んだり、あるいは「尾」を削除して「恥忍び」と訓むのではなく、「恥を押し」と訓むこと
により、同じ意味を保ちつつ底本原文のままで五音として訓むことができることを示した。以上のような
訓釈が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批判をあおぎたい。
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